ジェイムソン：まあ所詮、お金なしでは生きてはいけないが…
ピーター：ええ、ジェイムソンさん、それは…
ジェイムソン：私の話に口出しするな！
　　　　　　　とにかく 無駄遣い厳禁！
　　　　　　　なんだあれは！？


ベティー・ブラント：空は鳥で覆われています！


ヴァルチャー：空を制御しろ！走れ、バカ、走れ！

ジェイムソン：ミス・ブラント 急いで窓を閉じろ
　　　　　　　パーカー、急いで証拠を掴んで来い！
　　　　　　　さて、どこへ逃げた？

"空飛ぶ鳥の群れ"

スパイディ：バルチャーは、この鳥さんたちを
            どうやって操ってるんだ？
ヴァルチャー：超音波装置で催眠術を掛けたから
              私の命令しか聞かないよ
スパイディ：変だと思われるけど、私は鳥じゃない！

ヴァルチャー：そのために用意されているんだ
　　　　　　　残った街を除けば、
　　　　　　　やつらは欲しい物をくれる！
              誰もこの私を止められないのだから！
              さあ 市庁舎へ 来い、奴隷ども！
              従え！


ベティー：わぁ！どうしたの？
ピーター：あ、飛行から落ちたって事でOK？
ジェイムソン：ミス・ブラント、ミス・ブラント！いるのか？
ベティー：いますよ
ジェイムソン：ヤツの叫びはバンシーのようだ！
　　　　　　　市長さん、それはおかしい！
              その その鳥に与えるなんて
ピーター：ハゲタカ男は200万ドルを求めている…？
ピーター：自分の羽を裏返したのかも！！
ジェイムソン：気にするな、パーカー！
              スパイダーマンが被害を起こしてるところを撮って
              その写真を私に提出しなさい
ピーター：ジェイムソンさん 
          それがハゲタカ男だったとしても…
ジェイムソン：奴は覆面強盗の仲間だ、明らかに！
ピーター：そうだね、ジェイムソンさん
ジェイムソン：パーカー！どうしたその目は！！
ピーター：悪天候にあったんですよジェイムソンさん

子供：号外！都市全体でスパイダーマンとバルチャーが出動だ！
　　　号外！さあ読んだ読んだァ！

ジェイムソン：市長はスパイダーマンに支払うことを断った！
             ヤツのふわふわの羽毛！名前なんだっけ？
             とにかく、このガレーをすぐマスコミに回せ！
             号外！市長はヴァルチャーに支払うことを断る！
             号外！さあ読んだ読んだァ！
バルチャー：私の要求を断るとは 後で後悔するぞ？


工事現場の人：あれはハゲタカ男と鳥だ！
              ここを出るぞ！

スパイディ：心配ない、スパイディはいる！
            まあ、怒るなよ！

バルチャー：ウェブヘッドは私に勝てない！
スパイディ：勝てないなら、乗っちゃおう！

バルチャー：嫌な事が一つでもあれば、
　　　　　　生意気な奴だぞ！
            どうせ助けるなら 鳥なんかいらん！

ピーター：スパイダーマンじゃない誰かが
　　　　　建設中の建物を壊したのかも
ジェイムソン：ワシはこれら2つが関係してないか
　　　　　　　ワシのクレジットカードに賭ける
         　　 ジェイ・ジョナ・ジェイムソンの名義で！

ミス・ブラント：お話し中すみませんジェイムソンさん
                窓拭き係が窓掃除を断りました
　　　　　　　　どうやらハゲタカ男が怖いようで

ジェイムソン：どういうことだ？
　　　　　　　窓を洗わないのか？

ピーター：うーん、いいアイデアが浮かんできたぞ？


スパイディ：ハゲタカ男がやってくることを願おう
　　　　　　洗いおけを取る前に！

バルチャー：あのバカは気づいてない！
　　　　　　私の命令に応じないのか？

スパイディ：愛する君のために～！

Bパート

スパイディ：旅なんか気にしない！
　　　　　　邪魔だから、悩ませないで！
            それじゃあ素晴らしい軽薄を2行で例えてくれる？

バルチャー：この間抜けめ 苦めやがって！
            鳥の群れから逃れられるか？
スパイディ：おっと、逃げよう！

バルチャー：ハハハハ！これだけ膨大な数の羽があれば
　　　　　　誰もが怖気つく！
            スパイダーマンに勝ったぞ！

ジェイムソン：ミス・ブラント、直ちに駆け付けろ！
ミス・ブラント：お呼びですか？ジェイムソンさん
ジェイムソン：ああ、ミス・ブラント 頼みたいことが…
              あっ、やっと来たかパーカー！
              何で手間どったんだ？パーカー
              市長はスパイダーマンに
              200万ドルを支払うことに同意したぞ？
ピーター：ハゲタカ男のことですか？ジェイムソンさん
ジェイムソン：邪魔しないでくれ、パーカー！
　　　　　　　何を言ってたっけ？
              ああ…
　　　　　　　それとヤツは100万ドルを欲しがっている！
              ２札な！
　　　　　　　キミはエンパイア・ステート・ビルディングに向かってくれ
　　　　　　　写真を撮るだけでいい 
              奴らは伝令を送って、観測塔に利益をもたらしている
ピーター：了解です、ジェイムソンさん
　　　　　そうだ、大型の鳥に特別なサプライズをしてやろう

バルチャー：ああ、ついにお金と！ 母は言った、決して大物にはなれないって！
スパイディ：おっさん、おごってくれない？
バルチャー：またか！
スパイディ：他に誰がいる？
スパイディ：さあ、おっちょこちょいは激怒だ
　　　　　　彼の音響信号を試してみよう
バルチャー：今度は貴様をきっぱりと追い払う！
            ついに、崇高の勝利の瞬間が！
スパイディ：さあ 投げられ無いうちに
　　　　　　音響信号を狂わせておこう
バルチャー：ハッピーエンドなのだー！

バルチャー：しまった！お金を取られた！
            くそっ、許さん！

スパイディ：来るぞ！あいつを捕まえよう、マジにキレてる！
　　　　　　鳥を呼ぶかも！
バルチャー：無駄に使える時間はないぞ！ウェブヘッド
スパイディ：ぎゃあぎゃあ騒ぐな、オンドリフェイス！
スパイディ：はい、残念！

バルチャー：申し訳ないが、キミは意地悪なクモだ！
スパイディ：やかましいクチバシみたいだ！
バルチャー：あんたには失言したよ
スパイディ：殺れー！殺れー！はぁ！？
バルチャー：違う違う、私じゃない！こいつだ！

スパイディ：卵がかえる前にニワトリを数えるな！
            あるいは、タマゴまみれのバルチャー！
　　　　　　あるいはー！
バルチャー：あぁー！助けてー！
            鳥が混乱してる！
            助けて！助けて！あー！
            こんなのってないよ！お父さんなのに！

ジェイムソン：あぁ！鳥だ！鳥が忍び込もうとしているぞ！！
ベティー：どうかしましたか？ジェイムソンさん
ジェイムソン：鳥だ！捕まってしまうかも！
ベティー：落ち着いてくださいジェイムソンさん
　　　　　スパイダーマンだけです
          この袋にメモがありますね
ジェイムソン：それは何と言うか、カネが欲しいんじゃない？
　　　　　　　結局200万ドルじゃ足らなかったんだろう
ベティー：”このお金を元の持ち主に返してあげてください”
          ってこのメモに書いてありますね お札と一緒に

END



              